
広
報

伊 平 屋 村
Iheya Island

10
2017

No.305

星
の
声
援
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月
の
伴
走
。
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我
喜
屋
大
綱
引

 

８
月
16
日
、
我
喜
屋
大
綱
引
が
我
喜
屋
公
民
館

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
一
期
作
を
収
穫
し

た
後
、
稲
の
豊
作
に
感
謝
す
る
も
の
で
、
旧
暦
６

月
25
日
、
カ
シ
チ
ー
の
日
に
行
わ
れ
る
の
で
、
カ

シ
チ
ー
綱
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
歴
史
は
約
３
０
０

年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。
以
前
は

他
の
地
区
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

我
喜
屋
の
み
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
の
我
喜

屋
公
民
館
に
は
朝
早
く
か
ら
子
供
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
方
が
集
ま
り
、兼
久
（
東
）
と
内
村
（
西
）

に
分
か
れ
、
わ
ら
を
編
ん
で
大
綱
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
午
後
７
時
に
な
る
と
、
点
呼
が
行
わ
れ
、

女
性
、
男
性
の
順
に
ガ
ー
エ
ー(

オ
シ
ク
ラ
マ
ン

ジ
ュ
ウ
み
た
い
な
も
の)

が
行
わ
れ
、ハ
シ
ル（
戸

板
の
様
に
作
ら
れ
た
御
輿
）
に
乗
っ
た
兼
久
の
護

佐
丸
（
グ
サ
丸
）、
内
村
の
阿
麻
和
利
（
ア
マ
ワ

リ
）
が
東
西
か
ら
登
場
、
ハ
シ
ル
ー
（
太
刀
を
合

わ
せ
る
演
武
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
８
時
、

男
綱
（
東
）、
女
綱
（
西
）
が
中
央
に
引
き
寄
せ

ら
れ
、
カ
ヌ
チ
棒
で
結
合
さ
れ
１
本
の
大
綱
が
完

成
。我
喜
屋
区
の
山
内
進
区
長
の
合
図
と
と
も
に
、

大
綱
引
き
が
始
ま
る
と
、
太
鼓
が
鳴
り
、
松
明
が

た
か
れ
る
中
、
大
き
な
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
両

地
区
一
歩
も
譲
ら
な
い
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
合
計
３
回
の
決
戦
は
兼
久
（
東
）
２　
対　

内
村
（
西
）
１
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
喜
屋
区
字
誌
に
よ
る
と
、『
内
村
が
勝
っ
た
場

合
は
、五
穀
豊
穣
を
う
た
い
、豊
作
の
喜
び
と
な
り
、

兼
久
が
勝
て
ば
大
漁
祈
願
で
繁
盛
の
喜
び
が
あ
る
と

い
う
。
引
き
分
け
に
な
れ
ば
両
方
の
ご
利
益
が
あ
が

ろ
う
。
兼
久
は
も
と
も
と
、
浜
辺
、
砂
浜
か
ら
陸
地

＝
村
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
伝
え
、
海
と
陸
、

浜
地
と
内
陸
、
昔
の
我
喜
屋
の
歴
史
を
想
像
で
き
る

だ
ろ
う
。』
と
あ
り
ま
す
。
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９
月
２
日
か
ら
４
日
の
３

日
間
に
渡
り
、
旧
盆
恒
例
と

な
っ
て
い
る
村
青
年
団
協
議

会
の
エ
イ
サ
ー
支
部
ま
わ
り

が
村
内
各
字
、
と
ら
ず
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
団
Ｏ

Ｂ
や
子
ど
も
た
ち
も
参
加
。

棒
術
や
各
区
民
に
よ
る
民
謡

シ
ョ
ー
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
村
民
や
お
盆
休
み
で
帰

省
し
て
い
る
村
出
身
者
、
観

光
客
ら
も
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
に

参
加
し
、
大
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。
村
青
年
団
協

議
会
長
の
名
嘉
紘
輝
さ
ん
は

「
村
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

頂
き
た
い
と
日
々
、
支
部
ま

わ
り
に
向
け
て
の
準
備
、
エ

イ
サ
ー
、
棒
術
の
練
習
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
旧
盆
恒

例
の
エ
イ
サ
ー
を
開
催
で
き

た
の
は
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

各
区
を
回
り
、
練
習
し
た
成

果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
村
民
の
方
々

か
ら
の『
よ
か
っ
た
よ
。』『
あ

り
が
と
う
。』
の
声
で
、
パ

ワ
ー
を
頂
き
、
力
強
い
演
武

を
披
露
で
き
ま
し
た
。
自
分

た
ち
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、

次
に
向
け
て
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

話
し
ま
し
た
。

旧
盆
恒
例
青
年
エ
イ
サ
ー

　
　
　
　
　

支
部
ま
わ
り
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　　　　　　　　 伊平屋 ・伊是名架橋早期実現海上パレード ・ 総決起大会

　　　　　　　　 伊平屋と伊是名を橋でつなごう

　伊平屋村と伊是名村をつなぐ架橋早期実現を目指し、総決起大会、海上パ

レードが両村付近の海域で開催されました。伊平屋村では、関係者約 473

人が参加し、　海上パレードでは、両村から 60 隻の船が出港し、具志川

島付近の沖合で円を描くなどしました。伊平屋の 30 隻の船に乗船したの

は 182 名で、伊平屋の船と伊是名の船が近づくと互いに笑顔で手を振り合

う場面も見られました。参加者全員に「IZENA ♥ IHEYA　The Kings’ 

Bridge 伊平屋・伊是名を橋でつなごう」と書かれた青色の記念ポロシャツ

のプレゼントもあり、会場全体が一体となり、イベントを盛り上げました。

　協議会副会長の伊礼幸雄村長は「架橋で両島を結び、産業経済の一体化等

を実現させ、私たちの理想の島づくりをしていくことが一番大切なことであ

ります。両島を結ぶ架橋建設は、将来に渡って両村が発展していくための重

要な事業であります。」とあいさつ。今回、総決起大会に参加した伊平屋中

2 年生の伊礼千
ち

咲
さき

さんは『伊平屋と伊是名の橋がつながったら』と題し、「架

橋があれば、伊平屋島と伊是名島を自由に行き来できるので観光客が多くな

ると思います。私たち中学生が考えている特産品を伊平屋島・伊是名島架橋

早期実現の費用の一部として役立ててほしい。」、伊平屋小学校 4 年生の金

子逢
あい

叶
と

君は『この島が一つになる時』と題し、「みんなの色んな考えを出し

合えば、伊平屋島と、伊是名島は一つになり、楽しさおもしろさは二倍に増

えることになると思います。だから、ぼくは、伊平屋島と伊是名島が第一、第二尚氏琉球国王統を繋ぐ愛の架橋になる橋を

作るべきだと思います。」と想いの詰まった意見を発表しました。

9/9

互いに手を振り合う伊平屋の船（手前）と伊是名
の船（奥）

海上パレードの様子

第
二
十
一
代
村
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

思
い

　

三
期
目
の
初
登
庁
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
気
持
ち
に

対
し
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
家
族
、
周
囲
の
先

輩
、
後
輩
、
人
に
恵
ま
れ
、
そ
の
方
々
が
常
に
後
押
し
し
て
い

る
状
況
、こ
れ
は
何
に
も
代
え
が
た
い
私
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。

去
っ
た
八
月
二
十
二
日
の
伊
平
屋
村
長
選
挙
の
期
待
が
私
の
両

肩
に
伸
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
、
村
民
を
初
め
、

村
外
の
方
々
か
ら
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
策
定
し
た
、
第
四
次
伊
平
屋
村
総
合
計

画
も
折
り
返
し
を
迎
え
見
直
し
も
含
め
検
討
し
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
島
で
住
む
幸
せ
、
島
で
働
く
笑
顔
、
交
流
す
る
島
の
活
力
」

生
き
る
幸
せ
が
実
感
で
き
る
島
を
目
指
し
、「
村
民
と
共
に
、

村
民
の
た
め
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
副
村
長
、
教
育
長

を
先
頭
に
職
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
最
大
限
の

結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
積

し
た
課
題
や
問
題
を
村
民
の
声
、
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
方
向

性
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
達
、
役
場
職
員
は
公
務
員
で
あ
る
と
同
時
に
村
民
の
代
表

者
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
す
。
村
民
の
思
い
や
、
声
を
ま
た
一

途
な
夢
を
形
に
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。「
今
日
よ
り
も
明
日
、

幸
せ
感
に
浸
る
村
民
が
ひ
と
り
で
も
お
れ
ば
」
を
合
い
言
葉
に

職
員
一
人
ひ
と
り
が
切
磋
琢
磨
し
頑
張
る
こ
と
に
期
待
し
訓
辞

と
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
九
日
（
火
）

第
二
十
一
代
村
長　

伊
礼
幸
雄

8 月 24 日　当選証書付与式9 月 19 日　第二十一代伊礼幸雄村長　初登庁の日
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～カンキツグリーニング病のまん延を防ぐために～

持ち込み診断へのご協力のお願い
　沖縄県ではカンキツグリーニング病への感染の有無を無料で診断する持ち込み診断を実施しています。

　カンキツグリーニング病とは？　

　世界的に重要なかんきつの病害。感染すると数年後に枯

れてしまう。

病気の広まり方：ミカンキジラミという虫、病気の木から

の取り木・接ぎ木。

病気の治療方法：ない。病気の木は感染源となるので速や

かに伐採処分する。

病 気 の 症 状：黄色く変色した葉やまだらに近い黄色

葉、一部の枝が枯れるなど。

　①伊 平 屋 村 役 場 農 林 水 産 課：0980-46-2002

　②北 部 農 林 水 産 振 興 セ ン タ ー：0980-52-2752

　③沖縄県病害虫防除センター本所：098-886-3880

　持ち込みサンプルの採集方法　

　４方向から症状のある葉を含む枝を１本ずつ採取し、袋

にいれる。持ち込みはお住まいの市町村役場や下記の機関

にお願いします。

【お問い合わせ】

那覇地方法務局より

「法定相続情報証明制度」がスタートします。
　平成２９年５月２９日（月）から、全国の登記所（法務局）において、各種相続手続に利用することができる「法定相続情

報証明制度」がスタート！この制度を利用することで、相続人は、各種相続手続で戸籍謄本の束を何度も手続先に出し直しす

る必要がなくなります。

　（手続の概要）

　相続人は、被相続人（亡くなられた方）の戸籍謄本等を収集した上で、法定相続情報一覧図及び所定の申出書を作成し、

法務局に提出します。登記官は、提出された一覧図と戸除籍謄本等を対査し、一覧図の記載内容に誤りがないことを確認し

た上、法定相続情報一覧図の写しに認証文を付して証明書を作成し、交付します。なお、提出された戸除籍謄本等は，証明

書交付の際に返却されます。相続人は、この証明書を各手続先に、戸除籍謄本等の代わりとして、提出することができます。

この手続における手数料は、無料とされています。

【お問い合わせ】　那覇地方法務局（本局）TEL:098-854-7952

　（現行制度）　

 手続先ごとに戸籍書類一式を提出する必要があります。

　（新制度）

　戸籍書類一式の代わりに法定相続情報一覧図を提出する

ことができます。

行政相談

日時：10 月 20 日（金）14：00 ～ 16：00

場所：伊平屋村離島振興総合センター和室

内容：医療保険・年金・老人保健・福祉・雇用保険・交通

安全・恩給・公害・戸籍・道路・環境衛生・登記

など

行政相談員がご相談に応じます ※相談は無料・秘密厳守です。

　行政相談員は前里源徳さんです。

【お問い合わせ】

TEL:0980-46-2245（自宅）

前里源徳さん
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　　　広報 9 月号第 29 回いへやまつり寄付・寄贈欄で誤りがありました。
　　　　誤 ㈲国政測量設計→正 ㈲国誠測量設計　　　誤 ㈱沖縄土木設計→正 ㈱沖縄土木設計コンサルタント
　　　　誤 ㈱翔南興業→正 ㈱翔南工業　 　　　　　  誤 ㈱具志堅建築設計→正 ㈱具志堅建築設計事務所
　　　　誤 ㈱田幸技研コンサルタント→正 ㈱田幸技建コンサルタント
　　　　誤 ㈲あい技研→正 ㈲あい技建　　　　　　　誤 ㈲尚神電工→正 ㈲尚伸電工
　　　大変申し訳ありません。お詫び申し上げます。

㈱太名嘉組より寄贈

　8 月 30 日、島尻公民館で㈱太名嘉組　代表取締役会

長　名嘉謙さんより島尻老人会に、ミニデイサービスな

どに使用してほしいとカラオケセットが寄贈されました。

寄附・寄贈

第 23 回ムーンライトマラソンへ寄附

　9 月 5 日、㈱太名嘉組より、第 23 回ムーンライトマ

ラソンの運営資金として、伊礼幸雄村長に寄附金が手渡

されました。㈱太名嘉組さん、ありがとうございました。

危険物取扱者試験

★試 験 日：12 月 3 日（日）

★試 験 の 種 類：甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種

★試 験 会 場：那覇工業高等学校、琉球大学、北部農林

高等学校、宮古工業高等学校、八重山農

林高等学校、久米島高等学校

★願書受付期間：10 月 20 日（金）～ 10 月 27 日（金）

★願 書 配 布 先：各消防本部予防課、県宮古事務所総務課、

県八重山事務所総務課、消防試験研究セ

ンター沖縄県支部

　※電子申請できます。ホームページをご覧下さい！！

　ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

【願書提出先・お問い合わせ】

　（一財）消防試験研究センター沖縄県支部

　〒 900-0029　那覇市旭町 116-37　自治会館６階

ＴＥＬ：098-941-5201

車検の予約受付中です！

車検検査日：11 月 1 日（水）・2 日（木）

※有効期限 2 ヵ月前から車検が受けられるようになりました。

車検予約日：9 月 20 日（水）～ 10 月 20 日（金）

　次回の車検検査日は平成 30 年 2 月 20 日（火）・21 日

（水）です。

【お問い合わせ】三社自動車　TEL:0980-46-2326

11 月 1日・2日　出張車検のお知らせ

ＴＯＵＲ　ＤＥ　ＯＫＩＮＡＷＡ

開 催 日 程：2017 年 11 月 11 日（土）・12 日（日）

開 催 場 所：伊平屋村内

村内募集期日：10 月 16 日（月）～ 10 月 31 日（火）

【お問い合わせ】伊平屋村役場　総合推進室

TEL:0980-46-2800

ツール・ド・おきなわ伊平屋島大会参加者募集！
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伊平屋村の食文化・お酒編

　旧暦の 7月 13 日のウンケーから豊年祭を経て 10月に行われる

ムーンライトマラソンまでの期間は家族や友人、集落でお酒を飲む

機会がたくさんあります。

　お酒の飲み方（作法）では宮古島市の「おとーり」や与論町の「ヨ

ロンケンポウ」などがよく知られています。伊平屋村には集落行事

などの公式な場面でお酒を飲む際に「トゥイケー」または「とりか

わし」と呼ばれるお酒の飲み方があります。

　平成 25年に行われた行事調査の際に各集落で、おおむね「トゥ

イケー」の作法に則った形で行われていることが分かりました。また家庭においても仏壇から下げたお酒を「トゥ

イケー」の作法で飲んでいることも観察できました。

　トゥイケーの作法は酒瓶と酒の入ったコップが人々の間で回されていきます。手順は最初にコップを受け取り、

次に酒瓶を受け取って自分のそばに置き、コップのお酒を一口飲みます（飲んだふりでも良い）。自分の飲んだ

分だけお酒をつぎ足し、次の人にコップ、酒瓶の順で渡します。このようにお酒がつぎ足された状態でコップを

渡すので、酒瓶のお酒は減っていきますがコップのなかの酒量はほぼ一定量を保っています。「おとーり」や「ヨ

ロンケンポウ」と比較すると伊平屋村の「トゥイケー」はたいへん大人しく感じられる酒の作法といえます。

伊平屋村の行事予定表　schedule
10 月　October

1日 日 豊年祭（田名・島尻・野甫）
2 日 月 豊年祭（前泊）
4 日 水 十五夜
6 日 金 ムーンライトマラソン前夜祭
7 日 土 ムーンライトマラソン
9 日 月 体育の日

10 日 火 予防接種
11日 水 子どもインフルエンザ予防接種（1 回目）

12 日 木
高齢者インフルエンザ予防接種
村 P 童話・お話大会

13 日 金 高齢者インフルエンザ予防接種
15 日 日 第 39 回村体協陸上競技大会
16 日 月 ミニデイ（田名）
17 日 火 ミニデイ（島尻）

18 日 水
乳幼児健診
伝統文化の日　・弁当の日

19 日 木 親子ふれあい地域療育等支援事業
21日 土 保育所運動会
24 日 火 予防接種
26 日 木 ミニデイ（我喜屋）
27 日 金 ミニデイ（前泊）
30 日 月 島発ち教育推進事業（～ 11/3）
31日 火 国保税納期限（第 3 期分）

11 月　November

3 日 金 文化の日

8 日 水 子どもインフルエンザ予防接種（2回目）

9 日 木 ミニデイ（田名）

10 日 金 ミニデイ（島尻）

11日 土 ツールドおきなわ伊平屋島大会

12 日 日 ツールドおきなわ伊平屋島大会

14 日 火 予防接種

16 日 木 ミニデイ（我喜屋）

17 日 金
ミニデイ（前泊）

こころの健康相談（PM）

18 日 土 こころの健康相談（AM）

22 日 水 伝統文化の日・弁当の日

23 日 木 勤労感謝の日

26 日 日 第19回各種団体対抗球技大会（ソフト）

28 日 火 予防接種
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旧
暦
の
７
月
17
日
に
あ
た
る
９
月
７
日
、
田
名
区
で
ア

カ
グ
チ
（
海
神
）
を
迎
え
、
豊
作
・
豊
漁
を
祈
願
す
る
伝

統
行
事
の
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
10
時
、

神
主
の
国
吉
真
安
さ
ん
、
白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
ハ
ン
ズ

ナ
ー（
神
女
）、仲
里
惠
一
区
長
ら
が
田
名
神
社
に
集
ま
り
、

田
名
屋
の
ヒ
ヌ
カ
ン
（
火
の
神
）
に
お
祈
り
し
ま
し
た
。

全
神
女
が
神
ア
シ
ア
ゲ
の
左
前
方
東
向
き
に
座
り
、
ユ
ヌ

シ
（
木
椀
）
の
ウ
ン
サ
ク
（
お
神
酒
）
を
飲
ん
だ
後
、
外

に
出
て
ハ
ン
ズ
ナ
ー
達
が
船
の
周
囲
に
立
ち
、
海
神
た
ち

が
舟
形
に
入
り
、「
メ
ー
ヌ
カ
イ
、
メ
ー
ヌ
カ
イ
」
の
掛

声
と
共
に
オ
ー
（
ダ
ン
チ
ク
）
の
葉
で
舟
漕
ぎ
の
し
ぐ
さ

を
す
る
フ
ナ
ウ
ク
イ
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
そ
ろ
っ
て
マ
ジ
キ
ナ
の
ハ
ン
タ
ま
で

歩
き
、
ア
カ
シ
浜
に
向
か
っ
て
祈
願
。
ア
カ
シ
浜
に
移
動

し
て
ナ
ー
ト
ゥ
ン
チ
ビ
御
嶽
へ
向
か
っ
て
拝
み
、
浜
の
岩

鼻
に
立
っ
て
オ
ー
を
海
へ
投
げ
入
れ
喜
界
島
の
方
向
に
向

か
っ
て
手
を
あ
わ
せ「
だ
ん
じ
ゅ
嘉
利
吉
」を
歌
い
ま
し
た
。

　
各
々
家
へ
戻
る
と
、
一
族
が
本
家
に
集
り
、
料
理
を
霊

前
に
供
え
て
ト
ゥ
イ
ケ
ー
（
P6
参
照
）
を
し
、
料
理
を
み

ん
な
で
分
け
て
食
べ
ま
し
た
。
午
後
４
時
、
再
び
神
職
全

員
が
神
ア
シ
ア
ゲ
に
集
ま
り
、
火
の
神
を
拝
み
、「
テ
ル

ク
グ
チ
」
の
準
備
を
行
い
、
神
ア
シ
ア
ゲ
で
は
与
那
嶺
博

良
さ
ん
が
、
ノ
ロ
殿
内
で
は
田
名
区
長
が
太
鼓
を
叩
き
、

田
名
サ
ー
が
テ
ル
ク
グ
チ
を
謡
っ
て
豊
年
万
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
田
名
の
伝
承
に
よ
る
と
、
昔
、
喜
界
島
の
ノ
ロ
が
時し

化け

に
あ
っ
て
伊
平
屋
島
に
避
難
し
、
時
化
が
お
さ
ま
っ
て
喜

界
島
へ
帰
る
際
、
伊
平
屋
の
ノ
ロ
達
が
見
送
っ
た
の
が
現

在
の
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①ハンズナーより馬の鞍が集められる

②田名屋とノロ殿内で祈願

③神アシアゲでウンサク（お神酒）を飲む

④フナウクイ（舟送り）の儀式

⑤歩いて、マジキナのハンタへ

⑥ハンタにて東の方に向かい祈願

⑦アカシ浜でナートゥンチビ御嶽に向かい祈願

⑧オー（ダンチク）の葉を海に投げ入れる

⑨「だんじゅの嘉利吉（かりゆし）」の神送り

⑫ご馳走・お酒をお供えし、ノロ殿内でテルクグチを謡う

⑪午後、神アシアゲでテルクグチを謡う

⑩各々家へ戻り、本家で祈願

ウ
ン
ジ
ャ
ミ
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シヌグ
　7月 7日に我喜屋区、7月 9日に田名区、7月 13 日に前泊区のシヌグのお祝いが各地域で行われました。昨年の
シヌグから 1年の間に誕生した子どもたちの健康を願い、地域の方々や家族が見守る中、健康祈願が行われ、歌と
三線でカチャーシーを踊り、子どもたちの健やかな成長を願いました。

末
すえ

吉
よし

愛
まな

花
か

 ちゃん高
たか

良
ら

美
み

海
う

 ちゃん

中
なか

野
の

双
ふた

葉
ば

 ちゃん

宮
みや

城
ぎ

一
いち

朗
ろう

 くん

前
まえ

里
ざと

綾
あや

翔
と

 くん前
まえ

里
ざと

海
かい

心
しん

 くん

嘉
か

納
のう

一
いっ

芯
しん

 くん

新
しん

里
ざと

悠
ゆい

翔
と

 くん

我
が

部
ぶ

天
てん

政
せい

 くん・我
が

部
ぶ

希
のど

和
か

 ちゃん

宜
ぎ

名
な

眞
ま

遥
はる

人
と

 くん

男児は田名屋で祈願（田名）

男児はシヌグ毛にて祈願（我喜屋）

神アシアゲにてみんなでお祝い（田名） シヌグ堂にて祈願（前泊）

カチャーシーでお祝い（我喜屋）

女児はトゥヌチにて祈願（我喜屋）

神
かみ

村
むら

芽
いぶ

希
き

 ちゃん 名
な

嘉
か

かなさ ちゃん
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伊平屋村人口動態 ( 平成 29 年８月末現在）

総人口 1,266(－1) ／男 678(±0) ／女 588(－1) ／世帯数 593(＋1)
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★大会スケジュール★
大会前日　10 ／ 6（金）
12：30 ～ 18：00 選手受付

18：00 ～ 21：00 前夜祭

大会当日　10 ／ 7（土）
14：00 ～ 14：30 開会式

14：30 ～ 15：00 競技説明・エアロビ

15：00 フルマラソンスタート
〔42.195Km ／制限時間６時間〕

16：30 エアロビ

17：00 ハーフマラソンスタート
〔21.0975Km ／制限時間３時間 30 分〕

20：30 ハーフマラソン競技終了

21：00 フルマラソン競技終了

20：30 ～ 23：00 表彰式／後夜祭

第２３回伊平屋ムーンライトマラソン

23r� I��y� Mo���i�h� M�ra�h��

★コース表★

ス タ ー ト　PM3:00

フィニッシュ　PM9:00

時 間 制 限　6 時間

★フェリー運航時刻表★

平成 29 年 10 月６日（金）　　前日

運 天 港 伊平屋村前泊港 運 天 港
備 考

発 着 発 着
１ 便   8:30   9:50 10:20 11:40

フ ェ リ ー
い へ や Ⅲ

２ 便 12:10 13:30 14:00 15:20
３ 便 15:50 17:10 17:40 19:00

平成 29 年 10 月７日（土）　　大会当日

運 天 港 伊平屋村前泊港 運 天 港
備 考

発 着 発 着
１ 便   8:30   9:50 10:20 11:40

フ ェ リ ー
い へ や Ⅲ

２ 便 12:10 13:30 14:00 15:20
３ 便 15:50 17:10

平成 29 年 10 月８日（日）

伊平屋村
前 泊 港

運 天 港
伊平屋村
前 泊 港 備 考

発 着 発 着
１ 便   9:00 10:20 10:50 12:10

フ ェ リ ー
い へ や Ⅲ

２ 便 12:40 14:00 14:30 15:50
３ 便 16:20 17:40

フェリーいへやⅢ定員：450 人

お問い合わせ
伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会事務局

TEL:0980-46-2867・2800

※１回の運航に搬送できる人員に制限がございます。お早めのご乗船をお願いします。
※ 10 ／７（土）の運天港発１便、２便は、誠に勝手ながら、フルマラソン参加者優先

とさせて頂きます。

ス タ ー ト　PM5:00

フィニッシュ　PM8:30

時 間 制 限　3 時間 30 分


